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【略歴】 

1969 年：慶応義塾大学 商学部 卒業 

1969 年：東京ガス入社、経理部、人事部、原料部などを経て、 

1988 年：ニューヨーク事務所長、 

1992 年：国際部グループマネジャー 

2002 年：総合企画部 調査室長を歴任。 

2007 年：定年退職 

2007 年：慶應義塾大学産業研究所専任研究員、アーガスメディア社顧問で現在に至る。 

この間、 

1974 年：米国インディアナ大学 MBA 留学、 

1980 年：ハーバード大学国際問題研究所 客員研究員、 

2003 年：京都大学大学院エネルギー科学研究科 後期博士課程修了、 

2007 年：同大学院から博士号（エネルギー科学）を取得。 
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【講演概要】 

テーマ：「米国産シェールガスは世界にどのような影響を与えたか」 

 

＜シェールガス革命とは＞ 

1. シェールガス革命は米国から始まった 

2. シェールガス革命の父、ジョージ・ミッシェル氏 

3. シェールガス革命は 3つの技術の組み合わせによって可能となった 

4. 米国はロシアを抜いて世界第 1位の天然ガス生産国になった 

 

＜シェールガスがもたらした LNG輸出の変容＞ 

5. 米国は LNG輸出国から LNG 輸入国に 

6. 米国の稼働中、建設中の LNG 輸出プロジェクトの概要 

7. 米国へのパイプラインガス輸出が激減したカナダは、LNG 輸出国に変貌中 

8. 米国からのパイプラインガス輸入の急増を受けて、メキシコも LNG輸入国から LNG 輸出

国に変貌中 

 

＜シェールガスがもたらした LNG輸入の変容＞ 

9. 原油からヘンリーハブに価格リンクした LNG価格 

10．世界第 1位の LNG 輸入国の日本は、LNG輸入量のシェアー減少が続く 

11．中国は韓国を抜いて世界第 2 位の LNG 輸入国に躍進 

12．米中貿易戦争の影響を受ける LNG 貿易 

13．世界的に LNG の普及拡大が進む 只今、LNG 輸入国 56 か国なり 

 

＜今後の課題＞ 

14．熱量バンド制導入に関する検討 

15．LNG バンカリング設備の充実 

16．脱炭素化社会構築の 1 手段としてのメタネーションの推進 

 


